
問1-1 問1-2 問1-3 問1-4 問1-5 問1-6 問1-7 問2-1 問2-2 問2-3 問2-4 問2-5 問2-6 問2-7 問2-8 問2-9 問2-10 問2-11

№ 検診機関名 評　価 達成率 ○ × △

1 （公財）神奈川県予防医学協会 A 68% 28 11 0 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × - - ○ ○
2 宗教法人寒川神社　寒川病院 A 100% 41 0 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3

（一社）神奈川県労働衛生福祉
協会 A 100% 41 0 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 （公財）逗葉地域医療センター A 80% 33 0 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △
5 横須賀市健診センター A 63% 26 10 0 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ - - - - -
6 （医）相和会 A 61% 25 12 0 ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × - - - -
7

戸塚共立メディカルサテライト
クリニック A 100% 41 0 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 （一財）京浜保健衛生協会 A 78% 32 5 4 △ × × △ ○ × × ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
○ 6 5 4 5 7 5 4 6 7 8 8 7 8 4 4 5 6 5

× 1 3 4 2 1 3 3 1 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0

△ 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1

75.0% 62.5% 50.0% 62.5% 87.5% 62.5% 50.0% 75.0% 87.5% 100.0% 100.0% 87.5% 100.0% 57.1% 80.0% 100.0% 100.0% 83.3%

調査年度

Ｒ７

検診実施年度

Ｒ７

質問（問診）では喫煙
歴、妊娠の可能性の有
無を必ず聴取し、過去
の検診の受診状況等を
聴取しましたか。また
最近６月以内の血痰な
ど自覚症状のある場合
は、検診ではなくすみ
やかに専門機関を受診
し、精査を行うよう勧
めましたか

検診項目は、質問
（問診）、胸部
エックス線検査、
及び質問の結果、
50歳以上で喫煙
指数が600以上
だった者への喀痰
細胞診としました
か

問1. 対象者への説明 問2. 質問（問診）、及び撮影の精度管理

集団検診を実施す
る検診機関は、１
日あたりの実施可
能人数を仕様書等
に明記しましたか

事前に胸部エック
ス線写真撮影を行
う診療放射線技師
に対して指示をす
る責任医師、及び
緊急時や必要時に
対応する医師など
を明示した計画書
を作成し、市町村
に提出しましたか

緊急時や必要時に
医師に連絡できる
体制を整備してい
ましたか

胸部エックス線写
真撮影時や緊急時
のマニュアルを整
備していましたか

検診に従事する診
療放射線技師が必
要な教育・研修を
受ける機会を確保
しましたか

集　計

割合(○)

胸部エックス線検
査に係る必要な機
器及び設備を整備
するとともに、機
器の日常点検等の
管理体制を整備し
ましたか

集団検診実施機関用チェックリスト調査回答結果及び遵守率一覧（令和７年度調査結果）【肺がん：集団】

要精密検査となっ
た場合には、必ず
精密検査を受ける
必要があることを
説明しましたか

精密検査の方法に
ついて説明しまし
たか（精密検査は
CT検査や気管支
鏡検査により行う
こと、及びこれら
の検査の概要な
ど）

精密検査結果は市
区町村等へ報告す
ること、また他の
医療機関に精密検
査を依頼した場合
は、検診機関がそ
の結果を共有する
ことを説明しまし
たか

検診の有効性に加
え、がん検診で必ず
がんを見つけられる
わけではないこと、
がんがなくてもがん
検診の結果が「要精
密検査」となる場合
もあることなど、が
ん検診の不利益につ
いて説明しましたか

検診受診の継続
（毎年）が重要で
あること、また、
症状がある場合は
医療機関の受診が
重要であることを
説明しましたか

肺がんが、わが国
のがん死亡の上位
に位置することを
説明しましたか

禁煙及び防煙指導
等、肺がんに関す
る正しい知識の啓
発普及を行いまし
たか

質問（問診）記録
は少なくとも５年
間は保存していま
すか

肺がん診断に適格な
胸部エックス線撮
影、すなわち放射線
科医、呼吸器内科
医、呼吸器外科医の
いずれかによる胸部
エックス線の画質の
評価と、それに基づ
く指導を行いました
か

撮影機器の種類、
フィルムサイズ、
モニタ読影の有無
を仕様書に明記
し、日本肺癌学会
が定める、肺がん
検診として適切な
撮影機器・撮影方
法で撮影しました
か

肺がん
(集団)
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問3-1 問3-2 問3-3 問3-4 問3-5 問3-6 問3-7 問3-8 問4-1 問4-2 問4-3 問4-4 問4-5 問4-6 問4-7 問5-1 問5-2 問5-3 問5-4 問5-5 問5-6 問5-7 問5-8

№ 検診機関名

1 （公財）神奈川県予防医学協会 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
2 宗教法人寒川神社　寒川病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3

（一社）神奈川県労働衛生福祉
協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 （公財）逗葉地域医療センター ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○
5 横須賀市健診センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 （医）相和会 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ ○
7

戸塚共立メディカルサテライト
クリニック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 （一財）京浜保健衛生協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
○ 7 7 7 8 8 8 8 8 6 7 7 6 7 7 7 6 8 7 6 6 7 8 7

× 1 1 0 0 0 0 0 0 2 1 1 2 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 1

△ 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0

87.5% 87.5% 87.5% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 75.0% 87.5% 87.5% 75.0% 87.5% 87.5% 87.5% 75.0% 100.0% 87.5% 75.0% 75.0% 87.5% 100.0% 87.5%

胸部エックス線
画像は少なくと
も５年間は保存
していますか

内部精度管理とし
て、検診実施体制
や検診結果の把
握・集計・分析の
ための委員会を年
に１回以上開催し
ていますか。もし
くは、市区町村や
医師会等が設置し
た同様の委員会に
年１回以上参加し
ていますか

自施設の検診結
果について、要
精検率、精検受
診率、がん発見
率、陽性反応適
中度等のプロセ
ス指標値を把握
しましたか

問4. 喀痰細胞診の精度管理 問5. システムとしての精度管理

プロセス指標値
やチェックリス
トの遵守状況に
基づいて、自施
設の精度管理状
況を評価し、改
善に向けた検討
を行っています
か

胸部エックス線
検査による検診
結果は少なくと
も５年間は保存
していますか

細胞診の業務を
委託する場合
は、その委託機
関（施設名）を
仕様書等に明記
しましたか

採取した喀痰
は、２枚以上の
スライドに塗沫
し、湿固定の
上、パパニコロ
ウ染色を行いま
したか

固定標本の顕微
鏡検査は、公益
社団法人日本臨
床細胞学会の認
定を受けた細胞
診専門医と細胞
検査士が連携し
て行いましたか

同一検体から作
成された２枚以
上のスライド
は、２名以上の
技師によりスク
リーニングしま
したか

がん発見例は、
過去の細胞所見
の見直しを行い
ましたか

標本は少なくと
も５年間は保存
していますか

喀痰細胞診検査
結果は少なくと
も５年間は保存
していますか

集
計

割合(○)

集団検診実施機関用チェックリスト調査回答結果及び遵守率一覧（令和７年度調査結果）【肺がん：集団】

肺がん
(集団) 自治体や医師会

から求められた
場合、読影医の
実態を報告して
いますか

受診者への結果
の通知・説明、
またはそのため
の市区町村への
結果報告は、遅
くとも検診受診
後４週間以内に
なされましたか

がん検診の結果
及びそれに関わ
る情報につい
て、市区町村や
医師会等から求
められた項目を
全て報告しまし
たか

精密検査方法及
び、精密検査結
果について、市
区町村や医師会
から求められた
項目の積極的な
把握に努めまし
たか

検診に従事する医師の
胸部画像読影力向上の
ため「肺がん検診に関
する症例検討会や読影
講習会を年に１回以上
開催していますか。も
しくは、他施設や都道
府県単位、あるいは日
本肺癌学会等が主催す
る胸部画像の読影に関
するセミナー・講習会
を年に１回以上受講さ
せていますか

都道府県の生活
習慣病検診等管
理指導協議会、
市区町村、医師
会等から指導・
助言等があった
場合は、それを
参考にして改善
に努めています
か

読影の際は二重
読影を行い、読
影に従事する医
師は読影医とし
ての要件を満た
していますか

２名の読影医の
うちどちらかが
「要比較読影」
としたものは、
過去に撮影した
胸部エックス線
写真と比較読影
しましたか

比較読影の方法は「読
影委員会等を設置して
読影する（あるいは読
影委員会等に委託す
る）」、「二重読影を
行った医師がそれぞれ
読影する」、「二重読
影を行った医師のうち
指導的立場の医師が読
影する」のいずれかに
より行いましたか

シャウカステ
ン・読影用モニ
タなどの機器に
関しては、日本
肺癌学会が定め
た基準等に従い
ましたか。

読影結果の判定
は「肺がん検診
の手引き」の
「肺がん検診に
おける胸部Ｘ線
検査の判定基準
と指導区分」に
よって行いまし
たか

問3. 胸部エックス線読影の精度管理
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遵守率
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戸塚共立メディカルサテライト

クリニック

（公財）逗葉地域医療センター

（一財）京浜保健衛生協会

（公財）神奈川県予防医学協会

横須賀市健診センター

（医）相和会

肺がん（集団）

令和７年度 がん検診に係る検診機関チェックリスト調査結果

（がん検診実施機関 遵守率）

平均
81.4%
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